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別のシステムリカバリサーバで作成した Windows PEの

ブートエージェントをコピーする方法 
別のシステムリカバリサーバで作成した Windows PE ブートエージェントをコピーする方法について

説明します。 

 

 Windows PE ブートエージェントのコピーは、ディスイメージ取得やディスクイメージ

配信などのサービスが動作していない状態で実施してください。 

 

■制限事項 

別のシステムリカバリサーバで作成したWindows PEブートエージェントをコピーする場合、以下の制

限事項があります。 

• Windows PE ブートエージェントの登録番号（UPA001、UPA002 など）は変更できませんので、

コピー先に既に同じ登録番号がある場合はコピーできません。 

 

■操作方法 
操作 

1 Windows PEブートエージェントの登録番号を確認する 

コピー元とコピー先で、システムリカバリサーバの環境設定Wizardを起動し、 

【ブートエージェントの管理】より、コピーするWindows PEブートエージェントの登録番号を

確認します。 

コピー元とコピー先で、コピー対象の登録番号が被る場合は、 

当画面上の【コピー】ボタンにより、新しいブートエージェントを作成します。 
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2 Windows PEブートエージェントのフォルダをコピーする 

コピー元のシステムリカバリサーバのWindows PEブートエージェントのフォルダを、コピー

先のシステムリカバリサーバにコピーします。 

※以下は、Windows PE (x64) ブートエージェントの UPA001をコピーする場合の例です。 

 

《コピー元》 

⚫ <システムリカバリサーバのインストール先フォルダ>¥tftp¥agent¥winpe¥amd64¥ 

boot.UPA001 

⚫ <システムリカバリサーバのインストール先フォルダ>¥tftp¥boot¥winpe¥amd64¥ 

user¥UPA001 

 

《コピー先》 

⚫ <システムリカバリサーバのインストール先フォルダ>¥tftp¥agent¥winpe¥amd64¥ 

boot.UPA001 

⚫ <システムリカバリサーバのインストール先フォルダ>¥tftp¥boot¥winpe¥amd64¥ 

user¥UPA001 

 

 

 コピーするWindows PEブートエージェントのフォルダ名(boot.UPA001、UPA001な

ど)は変更しないでください。フォルダ名を変更した場合、不整合が発生して意図しな

い動作になります。 

 

boot.UPA001の例） 

 
 

UPA001の例） 
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3 コピーしたWindows PEブートエージェントを確認する 

コピー先のシステムリカバリサーバの環境設定Wizardを起動し、 

【ブートエージェントの管理】より、 

コピーしたWindows PEブートエージェントが表示されていることを確認します。 

 
 

4 デフォルトのWindows PEブートエージェントを設定する 

デフォルトに〇印が付いていない場合は、デフォルトで使用するブートエージェントを選択し、

【デフォルトに設定】ボタンをクリックして【閉じる】ボタンをクリックします。 
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5 システムリカバリ機能のサービスを再起動する 

 環境設定Wizardの【サーバ環境設定】より、 

「サービスの操作」から以下のサービスを選択して再起動します。 

⚫ Deployment Service 

⚫ PXE Services 

⚫ TFTP Service 

 
 

【OK】ボタンをクリックします。 

 

操作終わり 


